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Q
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の

運
行
に
つ
い
て

は
昨
年
、「
玄
関

か
ら
玄
関
が
理

想
だ
が
、
道
路
運
送
法
等
、
関
係

機
関
と
の
協
議
や
検
討
が
必
要
。

今
後
と
も
国
の
補
助
制
度
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。」
と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
。

　

宇
田
八
幡
宮
の
鳥
居
の
前
か
ら

〝
ひ
だ
ま
り
〞
を
通
っ
て
浦
に
抜

け
る
ル
ー
ト
は
、
今
回
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
運
行
路
線
に
入

っ
て
い
る
の
か
？

A
、
ベ
ス
ト
は

玄
関
か
ら
玄
関

だ
が
、
応
分
の

負
担
が
問
題
に

な
る
。
今
回
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
は
国
の
補

助
金
が
な
く
、
す
べ
て
町
の
負
担

で
あ
る
。
法
律
に
基
づ
い
て
運
行

し
、
５
〜
９
月
ま
で
試
験
運
行
を

行
い
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
改
善
を
図
り

た
い
。（
町
長
）

A
、
２
年
間
、
検
討
し
た
が
玄
関

か
ら
玄
関
と
い
う
方
式
は
経
費
面

で
難
し
い
。
町
営
バ
ス
と
の
重
複

を
避
け
、
限
ら
れ
た
財
源
で
ル
ー

ト
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。

　

現
段
階
で
は
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
４
ル
ー
ト
で
試
験

運
行
を
行
い
、
宇
田
浦
の
中
央
通

り
を
通
る
予
定
で
、
ご
質
問
の
ル

ー
ト
は
通
ら
な
い
。
今
後
、
試
験

運
行
の
中
で
必
要
性
等
を
良
く
考

慮
し
な
が
ら
検
討
を
重
ね
て
い
く

の
で
、
多
く
の
方
の
ご
利
用
を
い

た
だ
き
た
い
。
（
総
務
課
長
）

Q
、
田
部
〜
木

与
間
の
事
前
通

行
規
制
に
つ
い

て
、
県
の
山
陰

道
調
査
費
に
２

０
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
が
、

雨
が
降
っ
た
ら
今
年
も
通
行
止
め

に
な
る
。
そ
の
際
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ワ
ゴ
ン
車
を
通
行
止
め
の
対

応
策
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か
？

　

生
活
に
必
用
最
低
限
の
道
な
の

で
、
早
く
解
決
し
て
ほ
し
い
。

A
、
規
定
雨
量
と
地
盤
の
動
き
に

よ
り
、
通
行
止
め
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
あ
り
、
山
陰
自
動
車

道
の
萩
〜
益
田
間
は
未
だ
計
画
路

線
に
も
入
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
を

つ
な
げ
る
こ
と
が
抜
本
的
な
解
決

と
な
る
状
況
で
あ
る
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
雨
が

降
れ
ば
ご
不
自
由
を
か
け
る
が
、

今
後
は
臨
機
応
変
な
対
応
も
検
討

し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的

に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
の
で

ご
理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。（
町
長
）

Q
、予
算
に
は
、

住
民
を
相
手
に

す
る
予
算
と
、

町
外
の
人
を
相

手
に
す
る
予
算

の
二
つ
が
あ
る
と
思
う
。

　

こ
れ
か
ら
進
め
る
道
の
駅
の
改

良
事
業
に
は
、
人
が
幸
せ
に
な
る

よ
う
な
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
を

組
ん
で
ほ
し
い
。

A
、
阿
武
町
の
道
の
駅
で
は
海
と

鹿
島
を
生
か
せ
る
設
計
を
考
え
て

い
る
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

ど
う
す
る
か
、
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら
計
画
や
内
容
を
練
り
た
い
。

　

施
設
整
備
に
お
い
て
も
、
効
果

的
な
事
業
費
の
執
行
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。（
町
長
）

Q
、
大
地
震
、

大
津
波
な
ど
想

定
を
超
え
た
被

害
が
発
生
し
て

い
る
。
山
口
県

で
は
過
去
に
例
は
少
な
い
が
想
定

さ
れ
な
い
と
は
言
え
な
い
。

　

奈
古
の
沿
岸
部
の
標
高
は
何
m

か
標
高
値
を
知
り
た
い
。
そ
れ
を

目
安
に
避
難
し
た
い
の
で
、
標
高

表
示
板
等
の
設
置
は
で
き
る
か
？

A
、
３
・
11
の
東
日
本
大
震
災
は

教
訓
に
す
べ
き
重
大
な
こ
と
で
、

阿
武
町
で
は
起
こ
ら
な
い
と
い
う

意
識
は
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

国
の
防
災
計
画
を
受
け
て
県
が

立
て
る
防
災
計
画
な
ど
を
参
考

に
、
阿
武
町
の
防
災
計
画
を
立
て

直
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

標
高
を
知
っ
て
自
覚
を
持
つ
こ

と
は
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
現

在
、
標
高
表
示
を
す
る
こ
と
で
協

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

A

A

AA

A
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町民センター町民センター
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奈古地区（１９日）

町民センター
80人参加

　

平
成
24
年
度
の
予
算
や
事
業
概
要
な
ど
を
説
明
す
る
「
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
」
が
４
月
18
日
〜
20
日
ま
で
の
３
日
間
、
町
内
３
地
区
で

開
催
さ
れ
、
合
わ
せ
て
2
1
8
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
中
村
町
長
に
よ
る
主
要
施
策
や
財
政
状
況
な
ど
の

説
明
の
後
、
会
場
か
ら
質
問
や
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
各
会
場
で
の
意
見
や
質
問
、
ま
た
回
答

に
つ
い
て
、
地
区
毎
に
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

元気！阿武町！５００１プラン
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議
し
て
い
る
。（
町
長
）

A
、
国
で
は
、

今
年
度
中
に
は

日
本
海
側
の
津

波
な
ど
の
想
定

値
が
示
さ
れ
、

山
口
県
で
も
い
ろ
い
ろ
な
知
見
に

基
づ
い
て
数
値
が
示
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
な
お
、
役
場
付
近
の
標

高
は
約
５
ｍ
で
、
今
回
運
行
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
の
バ
ス
停

標
識
に
は
標
高
を
明
記
す
る
。
今

後
公
共
施
設
を
建
設
す
る
場
合
に

は
、
標
高
表
示
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。
（
総
務
課
長
）

Q
、
道
の
駅
下

の
奈
古
漁
港
の

整
備
事
業
は
、

も
と
も
と
何
の

た
め
か
？

A
、
道
の
駅
下
の
奈
古
漁
港
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
実
施
に
向
け
た

話
し
合
い
が
始
ま
っ
た
当
時
、
漁

業
振
興
の
時
期
も
良
く
漁
港
内
が

手
狭
に
な
り
、
構
造
上
の
問
題
も

あ
っ
て
、
整
備
を
行
う
こ
と
と
な

っ
た
が
、
途
中
か
ら
状
況
が
変
わ

っ
て
き
た
。

　

町
と
し
て
は
、
当
面
は
道
の
駅

施
設
本
体
の
整
備
を
進
め
、
そ
の

後
に
埋
め
立
て
用
地
を
ど
う
す
る

か
協
議
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
漁
港
用
地
は
目
的
外
に

は
使
え
な
い
た
め
、
利
用
で
き
る

単
独
用
地
の
範
囲
の
中
で
考
え
、

慎
重
に
対
応
し
た
い
。（
町
長
）

Q
、
道
の
駅
の
支
配
人
が
２
年
で

替
わ
っ
た
が
、
全
国
公
募
を
し

て
、
み
ん
な
で
支
え
て
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
ど
う
い
う

経
緯
が
あ
っ
た
の
か
。

A
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
退
職

し
た
い
と
の
退
職
願
い
が
出
さ
れ

た
。
町
民
は
十
分
に
支
え
て
来
た

と
認
識
し
て
い
る
が
、
本
人
の
思

い
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
認

識
し
て
い
る
。
（
町
長
）

Q
、
道
の
駅
は

第
三
セ
ク
タ
ー

で
あ
り
、
町
民

が
株
主
で
あ
る

と
思
う
。
経
営

内
容
や
決
算
、
運
営
方
針
等
々
を

公
表
す
べ
き
で
は
？

A
、
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
官
と
民

の
良
い
と
こ
ろ
を
合
わ
せ
た
会
社

で
あ
る
。（
株
）あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ

ョ
ン
は
株
式
会
社
で
あ
り
、
法
人

形
態
に
添
っ
た
経
営
で
出
資
団
体

の
取
締
役
等
に
よ
り
組
織
さ
れ
運

営
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

町
民
が
株
主
と
い
う
解
釈
で
は
な

い
。
議
会
に
は
１
年
に
１
回
報
告

す
る
こ
と
が
地
方
自
治
法
に
定
め

ら
れ
て
お
り
報
告
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
必
要
な
事
は

取
締
役
会
を
通
じ
て
役
員
に
報
告

し
、
協
議
し
て
い
る
。（
町
長
）

Q
、
特
定
農
業

団
体
が
農
事
組

合
法
人
に
移
行

し
た
場
合
、
10

ア
ー
ル
当
た
り

２
万
円
の
助
成
は
あ
る
の
か
？

A
、
飯
谷
と
笹

尾
エ
リ
ア
で
、

ま
と
ま
っ
た
形

で
特
団
か
ら
法

人
に
移
行
し
た

場
合
、
10
ア
ー
ル
当
た
り
２
万
円

の
補
助
が
あ
る
こ
と
を
県
に
確
認

し
て
い
る
。
な
お
、
飯
谷
、
笹
尾

の
エ
リ
ア
は
、
規
模
拡
大
加
算
の

対
象
で
あ
り
、
地
元
や
県
、
Ｊ
Ａ

と
調
整
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
形
で

進
め
て
い
き
た
い
。（
経
済
課
長
）

Q
、
自
治
会
制

度
が
発
足
し
て

３
年
目
に
な
り

定
着
し
て
き
た

が
、
従
来
の
駐

在
員
制
度
と
変
わ
ら
ず
、
形
が
見

え
て
こ
な
い
。
今
後
、
ど
う
い
う

解
決
を
図
っ
て
い
く
の
か
？

A
、
自
治
会
も
３
年
が
経
過
し
、

役
員
改
選
さ
れ
る
な
ど
、
状
況
も

落
ち
つ
い
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

自
治
会
制
度
に
変
わ
り
活
発
な
活

動
を
さ
れ
て
い
る
自
治
会
も
あ
る
。

　

行
政
主
導
で
と
い
う
考
え
も
あ

る
が
、
一
方
で
は
自
主
的
な
取
り

組
み
な
の
で
行
政
が
主
導
す
べ
き

で
は
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。

自
主
的
に
活
動
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
自
治

会
の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る

た
め
に
交
付
金
も
交
付
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
町
長
）

Q
、
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
、
町
外

か
ら
の
受
入
に
つ
い
て
は
熱
心
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
阿
武
町

に
住
み
続
け
て
い
る
人
が
根
付
く

か
ど
う
か
が
大
切
。
阿
武
町
に
帰

っ
て
き
て
も
生
活
で
き
る
よ
う
な

後
継
者
対
策
が
必
要
な
の
で
は
？

A
、
定
住
対
策
も
必
要
で
あ
り
、

後
継
者
対
策
も
大
切
で
あ
る
。
農

業
や
漁
業
に
つ
い
て
は
本
気
で

や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
大
切

で
、
実
際
に
農
業
を
一
生
懸
命
し

て
い
る
人
も
現
在
お
ら
れ
る
。
そ

う
し
た
人
に
は
町
と
し
て
も
出
来

る
範
囲
で
支
援
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
若
者
の
働
け
る
場
が
減

っ
て
来
た
こ
と
も
大
き
な
要
因
で

あ
り
、
通
勤
す
る
に
も
立
地
的
に

不
利
だ
が
、
共
に
知
恵
を
出
し
合

っ
て
考
え
て
い
き
た
い
。（
町
長
）

Q
、
林
業
に
つ

い
て
、
コ
ス
ト

を
下
げ
て
木
を

出
す
た
め
の
林

道
、
作
業
道
な

ど
、
積
極
的
に
山
の
道
を
整
備
し

て
ほ
し
い
。
主
伐
、
間
伐
し
な
い

と
お
金
が
出
な
い
の
で
、
整
備
を

是
非
と
も
お
願
い
し
た
い
。

A
、
林
道
に
関
し
て
、
路
網
整
備

は
結
構
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、
林
業
の
振
興
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
が
、
東
日
本
大

震
災
や
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
関

係
も
あ
り
、
国
の
予
算
的
に
も
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
（
町
長
）

Q
、
飯
谷
、
笹
尾
は
携
帯
電
話
の

電
波
が
入
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

久
瀬
原
も
入
る
よ
う
に
働
き
か
け

て
ほ
し
い
。

A
、
携
帯
に
つ
い
て
は
、
久
瀬
原

が
入
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
初
め

て
聞
い
た
。
要
望
す
る
機
会
が
あ

れ
ば
、
阿
武
北
農
道
の
Ｐ
Ｒ
と
合

わ
せ
て
要
望
し
た
い
。
（
町
長
）

A
、
町
と
し
て
も
各
地
区
に
電
波

が
届
く
よ
う
要
望
活
動
は
継
続
し

て
行
っ
て
き
た
。

　

み
な
さ
ん
が
直
接
電
話
を
か
け

て
要
望
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
一

番
効
果
的
で
あ
る
。（
総
務
課
長
）

A

ＱＱ

Ｑ

A

Ｑ

Ｑ

Ｑ

Ｑ

AA

A

Ｑ

A A

AAA

福賀地区福賀地区（２０日）（２０日）

のうそんセンターのうそんセンター
54人参加54人参加

福賀地区（２０日）

のうそんセンター
54人参加
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平成23年度　10月～3月（3月末現在）

下半期の財政事情を公表
平成23年度　一般会計予算

支出済額

予 算 額

予 算 額
支出済額
支 出 率

34億5,788万円
22億1,542万円
64.07%

収入済額

予 算 額

予 算 額
収入済額
収 入 率

34億5,788万円
32億5,310万円
94.08%

支出済額　6億1,714万円

4億2,419万円

1億5,544万円

1億3,635万円

2億4,551万円

2億4,987万円

1億5,858万円

1億3,760万円

9,074万円

歳　入歳　出

総 務 費

民 生 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

衛 生 費

そ の 他

地方交付税

繰 越 金

国庫支出金

町　　税

町　　債

県支出金

地方譲与税

使用料及
び手数料

そ の 他

用語説明

土 木 費

農 林 水
産 業 費

収入済額　16億8,122万円

5億42万円

3億5,256万円

7,750万円

3億554万円

1億1,182万円

4,816万円

3,695万円

1億3,893万円

予 算 額　9億3,592万円

5億8,124万円

5億2,441万円

3億5,887万円

3億2,495万円

2億6,860万円

1億9,882万円

1億4,594万円

1億1,913万円

予 算 額　15億3,506万円

5億42万円

4億4,677万円

2億9,540万円

2億8,637万円

2億270万円

4,987万円

3,100万円

1億1,029万円

　

町
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
・
県
の
補
助
金
等
を
活
用
し
、
様
々
な
事

業
を
行
い
、
夢
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
「
豊
か
で
住
み
や
す
い
文
化
の
町
」
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

財
政
事
情
に
つ
い
て
は
、
例
年
、
春
と
秋
の
２
回
公
表
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
平
成
23
年
度
の

下
半
期
（
24
年
３
月
末
）
の
収
支
、
財
産
、
町
債
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
は
、
当
初
予
算
27
億
８
５
０
０
万
円
で
し
た
が
、
４
回
の
補
正
を
行
い
、

平
成
22
年
度
か
ら
の
繰
越
事
業
分
を
含
め
た
予
算
規
模
は
34
億
5
7
8
8
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

元気！阿武町！５００１プラン

【
歳
入
】

▼
地
方
交
付
税
―
地
方
公
共
団
体
間
の
不
均
衡
を
是
正

し
、
必
要
な
財
源
を
保
障
す
る
た
め
、
国
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金

▼
繰
越
金
―
前
年
度
の
会
計
決
算
で
、
繰
り
越
し
と
な

っ
た
お
金

▼
国
庫
支
出
金
―
国
か
ら
使
い
道
を
指
定
し
交
付
さ
れ

る
お
金

▼
町
債
―
町
が
事
業
を
行
う
た
め
国
な
ど
か
ら
借
り
る

お
金

▼
町
税
―
町
民
税
や
固
定
資
産
、
軽
自
動
車
、
町
た
ば

こ
税

▼
県
支
出
金
―
県
や
国
か
ら
使
い
道
を
指
定
し
交
付
さ

れ
る
お
金

▼
使
用
料
及
び
手
数
料
―
各
公
共
施
設
の
使
用
料
や
証

明
手
数
料

▼
地
方
譲
与
税
―
国
税
と
し
て
徴
収
し
た
租
税
を
、
地

方
公
共
団
体
に
財
源
と
し
て
譲
与
さ
れ
る
お
金

【
歳
出
】

▼
総
務
費
―
職
員
の
給
与
、
庁
舎
な
ど
の
維
持
管
理
、

自
治
会
、
基
金
積
立
、
情
報
シ
ス
テ
ム
、
町
営
バ

ス
、
各
種
奨
励
・
助
成
、
広
報
、
交
通
安
全
対
策
、

税
の
賦
課
徴
収
、
戸
籍
、
選
挙
な
ど
の
経
費

▼
民
生
費
―
社
会
福
祉
、
老
人
福
祉
、
児
童
福
祉
、
保

育
所
運
営
な
ど
の
経
費

▼
土
木
費
―
道
路
の
新
設
改
良
、
道
路
、
河
川
、
公
営

住
宅
の
維
持
管
理
な
ど
の
経
費

▼
農
林
水
産
業
費
―
た
め
池
整
備
、
漁
港
建
設
を
は
じ

め
、
農
業
、
林
業
、
水
産
業
振
興
の
経
費

▼
公
債
費
―
町
債
の
元
金
と
利
息
の
支
払
い
経
費

▼
教
育
費
―
教
育
委
員
会
、
各
公
民
館
の
事
務
経
費
、

学
校
建
設
や
各
施
設
の
管
理
、教
育
振
興
な
ど
の
経
費

▼
衛
生
費
―
保
健
予
防
関
連
、
斎
場
事
務
、
ゴ
ミ
の
収

集
処
理
委
託
料
、
診
療
所
な
ど
の
経
費

▼
消
防
費
―
萩
市
消
防
本
部
へ
の
消
防
救
急
事
務
委
託

料
や
消
防
団
員
報
酬
な
ど
の
経
費
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平成23年度　特別会計予算

■基金積立金現在高■町債借入現在高　 一般会計

特別会計

民生費
15万3,000円

消防費
3万8,000円

土木費
13万8,000円

農林水産業費
9万4,000円

総務費
24万6,000円

衛生費
5万2,000円

教育費
7万1,000円

公債費
8万6,000円

その他
3万1,000円

支出済額

予 算 額

14億9,718万円
13億1,470万円
  87.81%

予 算 額　6億2,301万円

5億6,262万円

9,122万円

7,347万円

6,634万円

5,000万円

3,052万円

支出済額　5億4,719万円

4億9,372万円

7,945万円

6,221万円

6,197万円

4,126万円

2,890万円

歳　出

収入済額

予 算 額

14億9,718万円
11億8,206万円
78.95%

後期高齢者
医療事業

簡易水道
事業

漁業集落
排水事業

予 算 額　6億2,301万円

5億6,262万円

9,122万円

7,347万円

6,634万円

5,000万円

3,052万円

収入済額　5億2,473万円

4億6,199万円

3,622万円

6,460万円

4,533万円

3,315万円

1,604万円

歳　入

予 算 額
支出済額
支 出 率

予 算 額
収入済額
収 入 率

農業集落排水事業
財政調整基金　1,999万円

ふるさと水と土保全基金
1,062万円

地域福祉基金
1億4,982万円 合計

20億5,739万円

漁業集落排水事業債
8,287万円

一般公共事業債　4億4,151万円
公営住宅建設事業債　1億5,356万円
義務教育施設整備事業債　1億1,285万円
一般単独事業債　7,784万円
公有林整備事業債　2,675万円
災害復旧事業債　2,242万円
財源対策債　1,603万円
簡易水道事業債　734万円

公共施設
　　整備基金
　　　11億1,125万円

一般財政調整基金　3億409万円

漁業集落排水事業
財政調整基金　787万円
簡易水道事業
財政調整基金　353万円
高額療養費貸付基金
296万円
減債基金 82万円

土地開発基金
1億8,616万円

国民健康保険事業
財政調整基金
1億3,947万円

ふるさと振興基金
8,828万円

介護保険財政調整基金
3,253万円

一般廃棄物処理事業債
335万円
臨時財政特例債
　　　　25万円

 

町の支出
（一般会計・予算額）を
１人当たりで換算すると
９0万9,０００円

合計
23億9,535万円

過疎対策事業債
　9億5,546万円

臨時財政対策債
5億7,799万円

合計
8億7,232万円

農業集落排水事業債
4億9,340万円

簡易水道事業債
2億9,605万円

国民健康
保険事業
（事業勘定）

介護保険
事業

農業集落
排水事業

国民健康
保険事業
（直診勘定）

まちの 家計簿
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阿
武
町
の
筒
尾
に
あ
る
山
口
県
外
海
第
二
栽
培

漁
業
セ
ン
タ
ー
で
４
月
23
日
、
キ
ジ
ハ
タ
種
苗
生

産
施
設
竣
工
式
が
山
口
県
知
事
や
中
村
町
長
、
漁

業
関
係
者
出
席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
非
常
に
美
味
で
希
少
で
あ
る
ゆ

え
に
市
場
で
は
高
値
で
扱
わ
れ
「
幻
の
高
級
魚
」

と
呼
ば
れ
る
キ
ジ
ハ
タ
を
生
産
す
る
施
設
で
、
総

事
業
費
約
３
億
円
を
か
け
て
建
設
。
生
産
棟
内
に

は
、
稚
魚
用
の
60
ｍ
水
槽
６
基
と
、
親
魚
用
の
40

ｍ
水
槽
３
基
を
設
置
。
全
長
５
㎝
ま
で
成
長
さ
せ

た
稚
魚
を
年
間
10
万
匹
生
産
す
る
計
画
で
す
。

　

式
典
で
は
、
二
井

関
成
山
口
県
知
事
が

「
漁
業
関
係
団
体
や

市
町
と
密
接
に
連

携
し
、
キ
ジ
ハ
タ
の

漁
場
整
備
や
流
通
販
売
対
策
に
も
積
極
的
に
取
り

組
み
、
全
国
に
誇
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
魚
と
し
て
育
て

て
い
き
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
中
村
秀
明

阿
武
町
長
が
「
全
国

最
高
水
準
の
種
苗
生

産
施
設
を
、
阿
武
町

に
建
設
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。
今
後
、
町

の
基
幹
産
業
の
１
つ
で
あ
る
水
産
業
の
発
展
の
た

め
、
キ
ジ
ハ
タ
生
育
の
た
め
の
漁
場
環
境
の
整
備

と
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い
う
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面

か
ら
振
興
を
図
っ
て
い
き
た
い
。」
と
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

今
後
、
稚
魚
を
放
流
す
る
こ
と
に
よ
り
キ
ジ
ハ

タ
の
漁
獲
量
が
増
加
し
、
漁
業
関
係
者
の
所
得
が

向
上
す
る
と
と
も
に
、
後
継
者
対
策
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●キジハタ
　青森県以南から沖縄にかけての潮通し
の良い岩礁帯に生息する魚で、山口県で
は日本海側と瀬戸内側のどちらにも生息
している。
　最大で全長60cm、体重3kg程度ま
で成長するが、漁獲量が少なくあまり一
般的には出回らない。
　刺身、鍋、煮付け、酒蒸しなど、どん
な料理でも非常に美味しい白身の魚。

竣工式での施設見学（キジハタ稚魚水槽）

幻の高級魚「キジハタ」の幻の高級魚「キジハタ」の
栽培漁業が阿武町でスタート！！栽培漁業が阿武町でスタート！！

幻の高級魚「キジハタ」の
栽培漁業が阿武町でスタート！！

目指せ！山口県のブランド魚！

山口県漁協奈古支店長
　辻野　誠治さん
　燃料などが高騰する中で、近海で漁ができる
メリットもある。漁業所得の向上と安定につな
がるよう、漁獲量の伸びを期待しています。

山口県漁協宇田郷支店長
　水津　和弘さん
　放流後にどれだけ増えるかが問題。キジハタ
の資源管理をしっかりしてよく成長させ、水揚
げが増加することを期待しています。

国内最先端の設備
◎飼育水殺菌装置を設置し、感染症
を防ぐ
◎水銀灯の光で水槽を照らし、餌を
見つけやすく、食べさせる工夫
◎水槽の形状を工夫し、習性に適し
た形で沈降死を防ぐ
全国でも、香川県、愛媛県に続き
　3番目の種苗生産事業に取り組む

生残率は約１割
キジハタの稚魚は
○感染症に圧倒的に弱い
○眼が発達途中で適当な大きさのエサ
を食べることが難しい
○泳ぎがうまくないため水槽でも底に
沈んで死んでしまう（沈降死）
　育成がとても難しい魚です。

定着性が強い
　これまでの研究で、放流
した稚魚がその場から大き
く移動せず、ほぼ1km圏内
で生活しながら成長するこ
とが分かっています。
　そのため、放流地域の漁
獲量増加が見込めます。

1kg5,000円
の高級魚

漁獲量が少ないゆえに、キジハ
タは高値で取引されます。
そのため、山口県沿岸域で獲れ
る魚では、随一の高級魚です！
例）キジハタ約5,000円/kg
　　ヒラメ約2,000円/kg
　　タイ　約1,000円/kg

中村秀明
阿武町長

二井関成
山口県知事
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町
内
の

町
内
の

警
察
犬
が
活

警
察
犬
が
活
躍
！！！！

町
内
の

警
察
犬
が
活
躍
！！
2012年度山陽訓練

チャンピオン決定競技会
小田さんの愛犬が

「チャンピオンR」を獲得
　日本警察犬協会などが主催する、山陽
訓練チャンピオン決定競技会が４月22日
防府市佐波川河川敷で開催され、２部追
及アマの部で小田衛さん（宇久）の愛犬フ
ェイブ・オブ・エンドドンテックサージ
ェリーが９２．２点を獲得し、チャンピオン
Rの称号を獲得しました。

小田さん◆当日は雨でコンディションも
良くありませんでしたが、９０点台にの
せることができました。次はもっと上を
目指します！

　池田梅治氏（81歳・野柳）が、平成24年
春の叙勲で瑞宝単光章を受章され、５月７
日に山口県庁で伝達式が行われました。
　池田さんは昭和37年１月に阿武町消防団
に入団以来、平成11年１月まで37年の長きにわたり
町の消防活動に尽力されました。
　この間、副分団長を６年間、分団長を６年間務め
るなど、安全で安心して暮らせる地域づくりのため
に日々貢献されてきました。今回の受章は、長年に
わたる功績が認められたものです。
　受章にあたり池田さんは「突然の受章に大変驚き
ました。活動で特に印象に残っているのは、阿武中
学校の火事と木与の山火事で、多くの方の協力によ
り素早く消火できたことです。今後も、できること
は何でも協力していきます。」と話されました。

池
田
梅
治
氏
が

　

消
防
功
労
で

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

池
田
梅
治
氏

池
田
梅
治
氏

池
田
梅
治
氏

瑞
宝
単
光
章

　循環型の土づくりに取り組み化学肥料・化学農薬を低減し、持続性
の高い農業生産方式に取り組むエコファーマー認定証交付式が、４月
27日阿武町役場で開催され、新たに（農）木与なぎさファーム（代表理
事：中野祥太郎）がエコファーマーの認定を受けました。認定作物は
麦で、今後牛糞堆肥などを活用しながら、安全安心でおいしい農作物
の生産に取り組みます。なお、今回の認定は、奈古地区では(農)宇久

ファームに続き２件目と
なります。
　代表理事の中野祥太郎
さんは、「田を守り、み
なさんが農作業できる環
境を守るために法人を立
ち上げました。“やることがある”ということが、生きがいにつ
ながります。阿武町に住んで良かった！と思える場所であるよう
に、エコファーマーとして、安全安心な物を消費者のみなさんに
お届けし、地域を盛り上げていきたいです。」と話されました。認定証を持つ代表理事の中野祥太郎さん

（前列右）

木与なぎさファームがエコファーマーに認定
安全・安心な農作物をお届けしたい！

（農）木与なぎさファーム
　木与地区の農地を守ることを第
１の目的とし、機械コストの軽減
化などによる収益改善を行い、安
定収益の確保を目標として設立さ
れた法人。“なぎさ”という名前
からもイメージされるように、耕
作地の一部の水田は「山口の棚田
100選」にも選ばれている。
○設　　立　平成２３年１１月
○経営面積　１７．４ha
○作　　物　水稲、裸麦、たまねぎ
○構成員数　４８人

※（農）…農業組合法人の略
　農事組合法人とは、農業生産についての協業を図ることにより、その共同の利益を増進することを目的と
　する法人。扱うことのできる事業は農業に関連するものに限られ、組合員は原則として農民に限られる。
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漁
師
町
地
域
の
伝
統
行
事
で
あ
る
大
漁
祈
願
祭
「
漁
申

祭
」
が
、
５
月
13
日
奈
古
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
御
管
舷
船
を
先
頭
に
色
鮮
や
か
な
大
漁
旗
や

こ
い
の
ぼ
り
を
な
び
か
せ
た
船
団
が
連
な
り
、
勇
壮
な
姿
で

会
場
パ
レ
ー
ド
を
披
露
し
た
後
、
引
き
受
け
町
内
の
人
た
ち

に
担
が
れ
た
神
輿
が
氏
子
地
域
を
練
り
歩
き
、
大
漁
と
航
海

の
安
全
を
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

　

福
賀
地
区
に
春
の
訪

れ
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト

「
自
然
散
策
と
山
菜
狩

り
」（
主
催
・
阿
武
町

林
業
振
興
会
）
が
、
4

月
22
日
に
福
賀
の
久
瀬

原
地
内
で
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
か
ら
親
子
づ

れ
な
ど
40
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
わ
き
あ
い

あ
い
と
森
の
中
を
散
策
。
林
業
振

興
会
員
ら
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら

「
ワ
ラ
ビ
」「
タ
ラ
ノ
メ
」「
コ
シ
ア

ブ
ラ
」
な
ど
の
山
の
恵
み
を
つ
み

採
っ
て
い
ま
し
た
。
昼
食
は
取
れ

た
て
の
新
鮮
な
山
菜
を
熱
々
の
天

ぷ
ら
で
い
た
だ
き
、
山
の
幸
を
堪

能
し
て
い
ま
し
た
。

　

林
業
振
興
会
の
木
村
誠
会
長
は

「
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
山
の
こ
と

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

山
に
親
し
み
、
木
の
良
さ
・
温
も

り
を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

山
口
市
か
ら
参
加
し
た
藤
川
美

さ
ん
・
由
さ
ん
は
「
山
菜
狩
り
が

楽
し
く
て
、
も
っ
と
も
っ
と
採
り

た
か
っ
た
！
次
も
ま
た
参
加
し
た

い
で
す
。」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

道
の
駅
阿
武
町
の
発
祥
交
流
館
で

　
　

「A
B
U
 R
e
g
g
a
e
 N
ig
h
t

」

　

阿
武
町
に
移
住
し
て
き

た
レ
ゲ
エ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ

ン
「
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｉ
」
さ
ん
と

「
ハ
ッ
パ
ト
ニ
ー
」さ
ん
の

レ
ゲ
エ
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
４

月
28
日
、道
の
駅
発
祥
交

流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｉ
さ
ん
こ
と
田

中
元
吾
さ
ん
は
竹
笛
奏

者
。
昨
年
２
月
に
長
崎
県

か
ら
福
賀
の
久
瀬
原
に
移

住
、
奥
さ
ん
は
陶
芸
家
で

す
。
一
方
の
、
ハ
ッ
パ
ト

ニ
ー
さ
ん
こ
と
中
島
多
加

行
さ
ん
は
ハ
ー
モ
ニ
カ
奏

者
で
、
昨
年
11
月
に
和
歌
山
県
か
ら
家
族
４
人
で
上
関
町
祝

島
を
経
て
宇
田
郷
の
尾
無
畑
に
移
住
。
共
に
自
然
を
こ
よ

な
く
愛
し
、
阿
武
町
の
自
然
と
土
地
柄
を
と
て
も
気
に
入
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
の
「A

BU
 Reggae N

ight

」
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
阿

武
町
を
音
楽
で
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い
と
、
二
人
の
プ
ロ
ミ

ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
意
気
投
合
し
て
実
現
し
た
も
の
で
、
会
場

は
差
し
込
む
夕
日
を
バ
ッ
ク

に
素
敵
な
音
色
に
包
ま
れ
ま

し
た
。

　

演
奏
後
二
人
は
、「
道
の
駅

は
海
辺
の
す
ば
ら
し
い
ロ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
こ
れ
を
機
会
に

も
っ
と
大
き
な
音
楽
イ
ベ
ン

ト
も
企
画
し
て
み
た
い
」
と

の
こ
と
。

大漁と航海の安全を祈願大漁と航海の安全を祈願
鹿島湾で漁申祭鹿島湾で漁申祭

大漁と航海の安全を祈願
鹿島湾で漁申祭

トニーさんは親子で共演

天ぷらにして美味しくいただきます 山菜がたくさん採れました

山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題

セッションするＷＡＮＩさん（左）とハッパトニーさん

た

な
か　

げ
ん　

ご

な
か　
じ
ま　

た　

か　

ゆ
き

春
の
恵
み

春
の
恵
み
を「を「
い
た
だ
き
ま
ー
す
！
」

い
た
だ
き
ま
ー
す
！
」

福
賀
で
自
然
散
策
と
山
菜
狩
り

福
賀
で
自
然
散
策
と
山
菜
狩
り

春
の
恵
み
を「
い
た
だ
き
ま
ー
す
！
」

福
賀
で
自
然
散
策
と
山
菜
狩
り

む
ら
ま
ち
交
流
・
山
編

ワラビ
見つけた！

町内を練り歩く神輿

神輿を乗せた御管舷船（左後ろは女鹿島）

たなびく大漁旗と“こいのぼり”
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あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場総務課企画広報係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku@town.abu.lg.jp

　

も
は
や
阿
武
町
名
物
と
な
っ
て
い
る
町
内
各
地

の
コ
イ
の
ぼ
り
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間

中
、
今
年
も
気
持
ち
よ
く
阿
武
の
空
を
泳
ぎ
ま
し

た
。

　

福
賀
地
区
で
は
、
町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
福
と
賀

の
里
創
生
企
画
と
昭
和
会
、
寿
会
ま
た
福
賀
中
学

校
の
生
徒
ら
お
よ
そ
30
人
が
協
力
し
、
１
２
０
匹

の
コ
イ
の
ぼ
り
を
大
井
川
沿
い
に
泳
が
せ
ま
し

た
。
奈
古
地
区
で
は
宇
久
フ
ァ
ー
ム
が
、
宇
田
郷

地
区
で
は
白
須
川
沿
い
に
藤
村
育
夫
さ
ん（
惣
郷
）

が
コ
イ
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
優
雅
な
コ
イ
の
ぼ
り
を
撮
影
し
よ
う
と
車
を

止
め
、
カ
メ
ラ
や
携
帯
電
話
を
構
え
る
人
の
姿

が
多
く
見
ら
れ
、
撮
影
者
か
ら
は
「
青
く
広
い
空
に
泳
ぐ

コ
イ
の
ぼ
り
を
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」
と
い
う

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

福
賀
名
物
・
大
井
川
の
コ
イ
の
ぼ
り
が
た
な
び
く
4
月
29

日
、
農
事
組
合
法
人
「
福
の
里
」
第
6
回
春
祭
り
が
福
の
里

直
売
所
で
開
催
さ
れ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
と
も
重
な
り

町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
も
ち
ま
き
が
行
な
わ
れ
た
ほ
か
、
と
れ
た
て

の
新
鮮
野
菜
や
山
菜
な
ど
旬
の
山
の
幸
が
満
載
。
地
元
産

米
や
も
ち
米
を
使
っ
た
「
山
菜
お
こ
わ
・
小
次
郎
ま
ん
じ
ゅ

う
」
な
ど
が
人
気
で
、
特
に
地
元
産
そ
ば
粉
と
イ
ラ
オ
の
名

水
を
使
っ
た
風
味
抜
群
の
手
打
ち
そ
ば
は
、
人
気
を
集
め
て

い
ま
し
た
。

　

周
南
市
か
ら
の
来
場
者
は
、「
２
週
間
に
１
度
は
こ
こ
を

訪
れ
ま
す
。
野
菜
が
新
鮮
で
お
い
し
い
こ
と
と
、
地
元
の
み

な
さ
ん
か
ら
『
お
い
し
い
食
べ
方
』
な
ど
を
気
さ
く
に
教
え

て
い
た
だ
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
こ
と
が
楽

し
み
で
す
。」と
話
さ
れ
ま
し
た
。

コ
イ
の
ぼ
り
を
眺
め
な
が
ら

  
ゆ
〜
っ
く
り 

福
の
〝
幸
〞
を
満
喫

コイのぼりで地域が元気に

地
域
の
「
足
」
を
確
保
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン
運
行
開
始

　　

交
通
空
白
地
帯
を
解
消
し
、

地
域
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、

よ
り
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く

り
を
目
的
に
、
５
月
１
日
か
ら

阿
武
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ゴ
ン

運
行
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
片
道
1
0
0
円
で

誰
で
も
予
約
な
し
で
利
用
で

き
、
町
内
各
地
区
の
拠
点
と
周

辺
部
を
結
ぶ
も
の
で
す
。

　

４
月
26
日
に
行
な
わ
れ
た
配

置
式
で
は
、
中
村
秀
明
町
長
が

「
安
全
運
行
に
努
め
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
業
務
受
託

を
し
て
い
る
萩
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
阿
武
出
張
所

の
岡
久
雄
所
長
は
「
安
全
運
転
で
利
用
向
上
に
努
め
ま
す
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

運
行
初
日
に
初
乗
車
を
し
た
谷
ス
ヱ
子
さ
ん
・
茂
刈
ヒ
サ

子
さ
ん
（
大
刈
）
は
、

「
車
が
な
い
と
外
に
出

る
の
が
大
変
な
の
で
助

か
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
利
用
し
た
い
と
思
い

ま
す
。」と
話
さ
れ
ま
し

た
。

　

試
験
運
行
は
９
月
末

ま
で
で
、
利
用
状
況
を

見
な
が
ら
時
間
や
路
線

を
改
善
し
、
10
月
か
ら

本
運
行
を
開
始
し
ま
す
。

第
６
回
福
の
里
春
祭
り

今日から
ごはんは“もち”？

4月27日～5月7日

大盛況のもちまき

大好評の手打ちそば

福
賀
大
井
川
沿
い

配置式のあと各地区へ向かうワゴン

惣
郷
白
須
川
沿
い

宇
久

自然と会話が生まれる車内



奈
古
婦
人
会
支
部
長
・
副
支
部

長
会
議
で
ラ
ジ
オ
体
操
講
習
会

　

４
月
11
日
に
、
奈
古
婦
人
会
支
部
長

・
副
支
部
長
会
議
が
開
催
さ
れ
、
平
成

24
年
度
の
活
動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

の
指
導
で
ラ
ジ
オ
体
操
第
一
・
第
二
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、「
お
元
気
で
す
か
？
声
か
け
活
動
」
の
一
環

と
し
て
「
み
ん
な
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
、
み
ん
な
で
体
を

動
か
し
て
元
気
に
な
ろ
う
！
」
と
、
昨
年
８
月
に
宇
田
郷

で
実
施
さ
れ
た
「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
」
を
き
っ
か
け

に
、
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
活
動
で
す
。

　

美
容
と
健
康
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
た
め

に
、
各
支
部
で
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式
開
催

　

４
月
24
日
、
阿
武
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、
指
導
者
・
団

員
・
後
援
会
員
が
出
席
し
奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
サ
ッ
カ
ー
に
６
人
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
に
７
人
が
入
団
し
ま
し
た
。

　

若
松
屋
後
援
会
長
は
、「
私
も
ス
ポ
少

で
体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び

を
知
り
、
ま
た
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て

ゲ
ー
ム
を
し
た
時
の
一
体
感
や
感
動

は
、
今
で
も
良
い
思
い
出
で
す
。
皆
さ

ん
も
く
じ
け
る
こ
と
な
く
頑
張
っ
て
続

け
て
く
だ
さ
い
。」と
自
分
の
体
験
を
も

と
に
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
ト
の
時
の
気
持
ち
と
感
謝
す

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
多
く
の
こ

と
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

福
賀
こ
と
ぶ
き
会
総
会
開
催

  

福
賀
こ
と
ぶ
き
会
の
総
会
が
４
月

11
日
に
中
村
町
長
ほ
か
多
数
の
来
賓

を
お
迎
え
し
、
阿
武
町
の
う
そ
ん
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
23
年
度
事
業
報
告

と
決
算
の
承
認
、
平
成
24
年
度
計
画

と
予
算
の
議
決
、
そ
し
て
役
員
改
選
を
行
い
、
引
き
続
き

植
田
悟
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
会
後
に
行

わ
れ
た
懇
親
会
で
は
、
来
賓
を
囲
ん
で
大
い
に
親
睦
の
輪

を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
も
元
気
に
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た

　

毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
期
間

中
に
福
賀
地
区
の
大
井
川
沿
い
を
た

く
さ
ん
の
コ
イ
の
ぼ
り
が
彩
り
ま
す

が
、
そ
の
準
備
作
業
は
い
ろ
い
ろ
と

苦
労
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

特
に
今
年
は
、
こ
れ
ま
で
使
っ
て

い
た
竹
竿
が
傷
ん
で
使
え
な
く
な

り
、
冬
の
間
に
１
５
０
本
も
の
竹
を
新
た
に

伐
採
し
た
り
、
腹
が
裂
け
て
開
い
て
し
ま
っ

た
鯉
の
ぼ
り
を
福
賀
婦
人
会
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
で
縫
い
合
わ
せ
た
り
と
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
手
間
を
掛
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
掲
揚
当
日
に
は
、
福

賀
昭
和
会
の
皆
さ
ん
や
、
福
賀
中
学
校
の
全

校
生
徒
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
き
、

１
２
０
本
の
コ
イ
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鯉
の
ぼ
り
を
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
様

に
は
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
新
た
な
行
事
に
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　

宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
の
通
常
総
会
が
、
４
月
22
日
に

阿
武
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
「
だ
れ
も
が
ふ
れ
あ
い
、
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
」
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
と
共
に
、
宇
田
郷
地
区
の
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
で
２
年
目
を
迎
え
、
平
成
23
年
度
事
業
報
告
及
び

決
算
、
平
成
24
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
１
年

目
は
手
探
り
の
状
態
で
し
た
が
、
２
年

目
は
こ
れ
ま
で
の
行
事
に
加
え
新
た
な

行
事
も
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

寒
さ
に
負
け
ず
和
気
あ
い
あ
い

　

４
月
24
日
、
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
第
62
回
「
春
・
み
ん
な

一
年
生
・
よ
〜
い
ど
ん
」
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

日
中
は
初
夏
の
気
候
で
し
た
が
、

夜
に
な
る
と
肌
寒
く
、
照
明
灯
の
近
く
に
行
く
と
暖
か
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
中
、
和
気
あ
い
あ
い
と
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

【
フ
リ
ー
の
部
】
優
勝　

伊
藤
敬
久（
つ
づ
ら
）／
準
優
勝

　

白
石
修
照（
井
部
田
）／
３
位　

金
崎
貴
春（
尾
無
）

【
レ
デ
ィ
の
部
】
優
勝　

中
村
寿
子（
畑
）
／
準
優
勝　

伊
藤
佐
登
子（
つ
づ
ら
）／
３
位　

近
藤
利
津
子（
井
部
田
）

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】
優
勝　

杉
村
広
太
郎（
井
部
田
）／
準

優
勝　

杉
村
玉
子（
井
部
田
）／
３
位　

柳
井
昭
三（
郷
）

10

※
（　

）
内
は
、
旧
行
政
区
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シリーズ　奈古高はいま
　

４
月
９
日
、
入
学
式
が
体
育
館

で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は

普
通
科
23
名
、
生
物
資
源
科
学
科

19
名
の
計
42
名
が
入
学
を
許
可
さ

れ
ま
し
た
。

　

式
中
、
森
重
祐
二
校
長
は
「
自

分
の
心
を
し
っ
か
り
育
て
て
ほ
し

い
」「
真
の
友
人
を
作
っ
て
ほ
し

い
」「
学
習
に
主
体
的
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
ま
た
、
御
来
賓
を
代
表
し

て
、
中
村
秀
明
阿
武
町
長
を
は
じ

め
、
末
若
憲
二
後
援
会
会
長
、
西

中
忍
P
T
A
会
長
よ
り
御
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
村
町
長
か

ら
は
「
人
と
人
と
の
出
会
い
」
や

「
主
体
的
に
判
断
し
行
動
す
る
能

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
」
の
大
切

さ
、
末
若
会
長
か
ら
は
「
感
動
・

勇
気
・
笑
顔
を
地
域
に
届
け
て
ほ

し
い
」、
西
中
会
長
か
ら
は「
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
人
間
に
な
ろ
う
」

「
自
分
の
持
っ
て
い
る
可
能
性
を

信
じ
て
努
力
し
て
ほ
し
い
」な
ど
、

こ
れ
か
ら
身
に
つ
け
る
べ
き
こ
と

や
心
構
え
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
３
年
間
、
様
々
な
こ

と
を
身
に
つ
け
大
い
に
成
長
し

て
、
卒
業
の
日
を
迎
え
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
入
学
し
た
１
年
生
が
、

４
月
12
・
13
日
の
２
日
間
、
国
立

山
口
徳
地
青
少
年
自
然
の
家
で
宿

泊
研
修
を
行
い
ま
し
た
。「
集
団

生
活
を
通
し
て
、
お
互
い
の
友
情

や
信
頼
を
深
め
、
望
ま
し
い
人
間

関
係
と
連
帯
感
を
養
う
」
こ
と
を

目
的
と
し
、
こ
れ
か
ら
３
年
間
共

に
学
ん
で
い
く
仲
間
と
一
緒
に

体
験
を
中
心
と
し
た
研
修
を
受
け

ま
し
た
。

　

自
己
紹
介
を
兼
ね
た
名
刺
交
換

会
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
思

い
思
い
に
名
刺
を
作
成
し
交
換
し

て
い
く
中
で
、
仲
間
の
意
外
な
一

面
を
発
見
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
学
級
目
標
に
つ
い
て
の
話

し
合
い
で
は
、
生
物
資
源
科
学

科
が
「
仲
間
は
宝
」、
普
通
科
が

「one for all,all for one

」
に

決
ま
り
、
両
科
と
も
仲
間
を
思
い

や
る
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

　

集
団
宿
泊
を
振
り
返
り
、
生
徒

た
ち
は
、
「
最
初
は
不
安
だ
っ
た

が
、
友
達
が
た
く
さ
ん
で
き
て
良

か
っ
た
」
、
「
み
ん
な
と
協
力
し

て
物
事
を
や
り
遂
げ
る
楽
し
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
」
、
「
友
達

を
大
切
に
し
て
こ
れ
か
ら
の
学
校

生
活
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
」
と

感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
18
日
、
全
校
生
徒
・
教
員

参
加
の
下
、
毎
年
恒
例
の
「
鳴
き

砂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

全
校
生
徒
が
学
校
か
ら
徒
歩
で

清
ケ
浜
ま
で
移
動
し
た
後
、
阿
武

町
役
場
経
済
課
の
小
田
慎
也
さ
ん

か
ら
鳴
き
砂
や
、
ゴ
ミ
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
各
学
年
に

別
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
の
清
掃

活
動
に
励
み
ま
し
た
。

　

今
年
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｋ
Ｒ
Ｙ
、
Ｔ

Ｙ
Ｓ
、
萩
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
多
く
の
放
送
局
か
ら
も
取
材

を
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
も
張
り

切
っ
て「
鳴
き
砂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

晴
天
の
中
、
午
前
中
１
時
間
半

ほ
ど
の
海
草
・
ゴ
ミ
の
回
収
で
し

た
が
、
大
量
の
ゴ
ミ
等
に
か
な
り

の
体
力
を
要
し
、
疲
れ
て
座
り
込

む
生
徒
も
い
ま
し
た
が
、
無
事
に

清
ケ
浜
が
美
し
く
な
り
生
徒
た
ち

は
達
成
感
を
感
じ
て
浜
を
後
に
し

て
帰
校
し
ま
し
た
。

①入学式
自分の心をしっかり育てよう！

②集団宿泊研修
一人はみんなのために、
みんなは一人のために

③
鳴
き
砂
復
活

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

大
量
の
漂
着
ゴ
ミ
を
回
収

　

４
月
24
・
25
日
の
２
日
間
、
山

口
徳
地
青
少
年
自
然
の
家
で
行
わ

れ
た
山
口
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
幹

部
講
習
会
に
本
校
か
ら
農
業
ク
ラ

ブ
役
員
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
、
山
口
県
内
の

農
業
ク
ラ
ブ
役
員
が
集
ま
り
、
農

業
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告
お
よ
び
農

業
ク
ラ
ブ
員
と
し
て
の
資
質
向
上

を
目
指
し
て
、
年
１
回
開
催
さ
れ

る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、「
中
学
生
に
農
業
ク

ラ
ブ
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
？
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話

し
合
い
を
行
い
、
そ
の
意
見
を
も

と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
山

口
県
農
業
ク
ラ
ブ
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

案
を
作
製
し
、
工
夫
点
を
プ
レ
ゼ

ン
形
式
で
発
表
し
ま
し
た
。

　

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
「
農
業
ク
ラ

ブ
を
盛
り
上
げ
よ
う
！
」
と
い
う

意
思
の
伝
わ
る
ポ
ス
タ
ー
と
な

り
、
本
校
生
徒
も
「
普
段
は
、
農

業
ク
ラ
ブ
の
こ
と
を
深
く
考
え
る

こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
こ
の
講
習

会
で
、
他
校
の
生
徒
と
農
業
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
真
剣
に
話
し
合
い
大

変
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
で
得
た
も
の
を
こ

れ
か
ら
の
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
に
活

か
し
て
く
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

④農業クラブ幹部講習会に参加
農業クラブを盛り上げよう！
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　便は過去数日間の生活態度と健康状態を反映するバロメーター。病気かどうかがわかる目印です。あ

なたの今日の便の色やかたさ、形、におい、どうでしたか？ 

　せっかくの健康チェックのチャンスを逃さずよく観察してみましょう！

　便に血が混ざった場合や、急に細い便が出るようになった、下痢が続く場合など、気になることは早

めに医師に相談しましょう！

大腸がん検診のすすめ
●大腸がん検診はどのようにして行うの？
検査容器に少量の便を２日に分けてとり、便に血
が混じっているかどうかをみる簡単な検診です。

●検診のメリットは？
安全、簡単、安価で一度に多くの人を検査することができ、便潜血陽性者を２次検査
である大腸内視鏡にまわすことによって、効率的に大腸がんが発見できます。

　今年、無料で検診が受けられる方は、40・45・50・55・60歳（平成24年4月1日現在）の方です。今年
だけのチャンスです！ また無料検診対象者以外の方も、自己負担300円で検診を受けることができます。
医療機関で容器を受け取り、検診を受けましょう！

便　の　状　態 考 え ら れ る 状 態 対　　　処　　　法

“カチカチ”タイプ
木の実のような
かたい便

“うさぎのふん”タイプ
小さくポロポロの
かたい便

“バナナ”タイプ（普通便）
かたくも軟らかくもなく、
スルリと出ていくバナナ状態

“ねっとり”タイプ（軟便）
形は整っているが、水を
流すときにくずれる便

“泥水”タイプ（水様便）
水分が主体のシャー
と出る便（下痢）

・便秘の人に多い
・便になる食べ物が腸内に長い間止
　まっているため、水分が吸収され
　硬くなる
・肉類を多く食べる人に多い

・便秘の人に多い
・腸の緊張が不安定な状態のときに
　起こりやすく、ストレスが原因の
　こともある

・理想的な便で、健康状
　態がよいことの証明

　　・排便後にすっきりすれば問題
　　　ない
・消化不良や水分の摂りすぎが原因

・寝冷えや暴飲暴食、または、冷え
　た牛乳など十分に消化、吸収でき
　ない時になる
・吐き気や発熱をともなえば食中毒
　の可能性がある

・食物繊維を多く含む食べ物を食べる
・水分を多く摂る
・便意が起きたらすぐにトイレに行く
★おすすめの食品！
きのこや海草、こんにゃく、ヨーグルト

・１日の中でリラックスする時間を持つ
・入浴して身体を温める
・食物繊維を多く含む食べ物を食べる
・水分を多く摂る

・とてもいい健康状態。現在の生活習慣、
　食習慣を維持する

・消化不良を起こしやすい脂肪分を多く
　含む食べ物の食べ過ぎや、アルコールの
　飲み過ぎに注意！

・脱水を起こさないように水分補給
・下痢が一時的に、または急な場合は安
　静に過ごす
・下痢が長時間続く、下痢と便秘が繰り
　返し起こる場合などは医師に相談を！

斉藤保健師
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【利用する食材】
●わかな　●まびき菜（大根）
●いりごま　●つけものの素　
Ⓐ（●しょうゆ　●すりおろし生姜　
●砂糖　●酒　●みりん）

【利用するポイント】
●魚は頭の部分を使います！
●大根葉は、まびき菜または中心のや
　わらかいものがおいしいです！

食べものをおいしく丸ごといただきます！
「食べものもったいない運動」丸ごと利用法

「食べものもったいない運動」のアイデアのご応募、本当にありがとうございました！
今月から２か月にわたり、みなさんからいただいたアイデアをご紹介していきます！

ー参加者募集ー
　阿武町地球温暖化対策地域協議会では、暑い夏の日差しを遮って、室温の
上昇を抑えてくれる「緑のカーテン」の設置を促進しており、今年も緑のカ
ーテンコンテストを開催します。努力・特徴・工夫・ユニークさも考慮しま
すので、たくさんのご応募お待ちしています！！
◆対　　象　町内の家庭、事業所及び学校で「緑のカーテン」を設置された
　　　　　　個人・団体
◆応募締切　8月31日㈮
◆表　　彰　応募者の中から、各部門の優秀作品を表彰（副賞を進呈）
◆応募方法　応募用紙に必要事項を記入の上、緑のカーテンの写真を添付して、役場民生課又は各支
　　　　　　所に提出してください。（応募用紙は役場、各支所にあります）
◆問い合わせ先　役場民生課  環境保健係　☎２－３１１３

【利用方法】
①魚のあらは熱湯で煮て、冷ましてから身をほぐす
②Ⓐの材料と魚の身を合わせてパラパラになるまで炒り煮
　にする（魚のそぼろ）
③まびき菜は洗って小口切りにして、つけものの素にひと
　晩つけておき、水気をしぼる
④ごはんの上に②と③を
　のせて、いりごまをふ
　り食べる

◎青魚と緑野菜（大根まびき菜）を使った「ごはんの友」　藤村　定子さん（惣郷）

あぶ町いっせい清掃の日

　「自分たちの住む地域の環境は、自分たちで守る」をスローガン
に、一斉清掃を行う「I・Love・あぶ町・クリーンアップ大作戦」
を今年度も実施します。地域が共に支えあい、地域が主体となっ
て地域の環境を守るクリーンアップ作戦に、子どもからお年寄り
まで、多数の皆さんの参加をお願いします。
◆問い合わせ先
　役場民生課（☎2－3113）・施設課（☎2－3112）まで

7/8
（日） 自分たちの地域は自分たちで！自分たちの地域は自分たちで！
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5月は
「児童福祉月間」です
　近年、少子化の進行、家庭や地域の子育て機
能の低下、児童虐待の増加など、子どもと家庭
を取り巻く環境が大きく変化している中で、子
どもたちが夢と希望を持って明るくのびのびと
育つよう、子どもや家庭を大切にし、職場・学
校・地域など社会全体で支えていくことが重要
です。

＜運動の取組＞
★毎月第３日曜日は「家
庭の日」です。子どもの
夢、将来の希望などにつ
いて家庭内で話し合う機
会を設けて、家庭の絆を
深めましょう。

介護サービスの苦情・
相談は、国保連合会でも
受け付けています

●利用者等の声（困った、不平、納得がいかな
　い等）
●利用者等からの通報（不正な介護サービスが
　行われている等）をお寄せください。
※相談は無料、秘密は守ります。お気軽にご相
　談ください。

■相談先　山口県国民健康保険団体連合会
　　　　　介護保険課　介護保険班
　　　　　☎０８３－９９５－１０１０
　　　　　　　　　　　（苦情・相談専用）
■受付時間　午前９時～午後５時　　　　　　
　　　　　　(土・日・祝祭日を除く)

イベントの内容は、天候その他の理由により、変更中止にすることがあります。
詳細･最新の情報は、道の駅阿武町のホームページでご確認ください。

第２１回 第２１回 
阿武阿武町道の駅まつり道の駅まつり第２１回 第２１回 
阿武阿武町道の駅まつり道の駅まつり第２１回 
阿武町道の駅まつり

２０１２年６月３日(日)　
主催　道の駅阿武町
問い合わせ先
　　　☎08388-2-0355 

【漁港会場】
供養祭・放魚祭（活魚水槽付近）
奈古新鮮活魚市
巡視艇はぎなみ体験航海（第1回）
　　　　〃　　　　　　（第2回）
　　　　〃　　　　　　（第3回）
※予約受付中（☎08388-2-0355
発祥交流館）
シーカヤック鹿島往復（第1回）
　　　　〃　　　　　（第2回）
※予約受付中（有料一人2,000円
☎08388-2-0027　高井さん）
発祥交流館）
クラシックカー等の展示
ラジコンカー、飛行機の試走・展示

９：００
１０：００
10：3０
１2：3０
１4：００

9：30
１３：００

終　日
終　日

【発祥交流館】
発祥交流館10周年記念コンサート１4：００

【道の駅会場】
オープニング・園児遊戯
阿武よさこい連のよさこいおどり（第1部）
お米のすくい取り
奈古フォークダンス
ＷＡＮＩさんのレゲエ竹笛ミュージック
活魚のつかみ取り(お子様限定)
阿武よさこい連のよさこいおどり（第2部）
三角くじ引き
道の市バザー
自衛隊制服展示＆写真撮影

１０：００
１０：３０
１１：20
１１：４５
１２：００
１３：00
１４：００
終　日
終　日
終　日
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第19回 なご夏まつり 日本海イカダ大会
元気！阿武町！５００１プラン　連携のきずなが広がるしくみづくり

★参加資格
☆中学生の部　近隣の中学生
☆一般の部
　職域、各種団体、高校生
　町内外を問わず誰でも参
　加できます
★チーム編成
　１チーム ４人～10人
★参加料　一般のみイカダ
　１枚につき４,０００円
★応募締切　６月１５日(金)
★賞金賞品　総額30万円
☆速いＤＥ賞
☆おもしろいＤＥ(創作)賞
☆なにかあるＤＥ賞　など
申し込み・問い合わせ先
阿武町中央公民館
（☎08388-2-2044）

☆★後期高齢者医療制度にご加入の皆様へ★☆

健康診査を受診しましょう！！
１年に１度の健康チェック、してみませんか？

※受診期間は、健康診査受診券・健康診査質問票がお手元に届いてから平成25年3月31日までで
　す。6月1日までに郵送でお届けします。
●問い合わせ先　役場民生課  介護福祉係　☎2ー3115

山口県内の健診機関

オレンジ色の健康診査受診券・健康診査質問票・
薄紫色の後期高齢者医療被保険者証・５００円

問診・身体測定・血圧測定・尿検査・血液検査・貧血検査

受診機関から通知されます。

阿武町役場民生課で、再交付の手続きをしてください。
後日、山口県後期高齢者医療広域連合から郵送でお送りします。

受　診　場　所

必 要 な も の 

健　診　項　目

健診結果の通知について

受診券を紛失された場合

とき／７月22日（日）
午前９時30分～午後１時
場所／奈古の鹿島湾
★参加資格
☆中学生の部　近
☆一般の部
　職域、各種団
　町内外を問わ
　加できます
★チーム編成
　１チーム ４
★参加料 一般
　１枚につき４
★応募締切
★賞金賞 総

とき／７月
午前９時30分
場所／奈古

☆速いＤＥ賞
☆おもしろいＤＥ(創作)賞
☆なにかあるＤＥ賞　など
申し込み・問い合わせ先
阿武町中央公民館
（☎08388-2-2044）

う！！

チーム大募集チーム大募集チーム大募集
夏だ! 祭だ!夏だ! 祭だ!

イカダ!イカダ!
夏だ! 祭だ!

イカダ!
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「学生納付特例制度」をご存じですか？

犬・ねこを飼うときのマナーについて

　学生納付特例制度は、所得の無い学生の方が、将来、年金を受け取ることができなくなることや、不
慮の事故等により障害が残ってしまった場合に、障害基礎年金を受けることができなくなること等を防
止するため、ご本人の申請により保険料の納付が猶予される制度です。

　一般の保険料免除（全額免除・一部免除）の場合は、世帯主の所得も含めて保険料免除の対象となる
か判定しますが、学生納付特例はご本人の所得のみで判断することになります。
　そのため、世帯主の所得が高く、保険料免除の対象とならない学生の方でも、所得がない場合は学生
納付特例の対象となります（一部対象外となる学校等があります。詳しくはお近くの年金事務所へお問
い合せください）。

　納付特例期間中にケガや病気で障害や死亡といった不慮の事態が発生した場合、障害の状況に応じて
障害基礎年金が、遺族（「子のある妻」と「子」）の方は遺族基礎年金を受けることができます。

「納付」と「学生納付特例」と「未納」はこのように違います。

○障害基礎年金および遺族基礎年金を受給するためには一定の受給要件があります。
○学生納付特例を受けた期間は、将来受ける年金の受給資格期間に算入されますが、年金額には反映されま
せん。
○そこで、学生納付特例が承認された期間の保険料は、１０年以内であれば、古い期間から順に納付が可能で
す。（ただし、承認を受けた年度の翌年度から起算して、３年度目以降は、当時の保険料に一定の金額が加
算されます。）
■問い合わせ先　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８－２４－２１５８
　役場住民課住民係　☎２－０５００　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

○犬はつないで飼う。つないで飼うところも清潔
にしましょう。動物が嫌いな人や恐怖心を持っ
ている人もいます。鳴き声や毛、フン尿、にお
いなど地域に迷惑を掛けないために絶対に放し
飼いはしないでください。
○散歩の際の犬の糞は持ち帰るなど、飼い主の責
任で処分してください。
○野良ねこや野良犬にエサを与えないでください。
　動物が集まってくるようになり、フン尿などで
地域の方に迷惑を掛けるようになります。
○飼いねこは屋内で飼うように努めましょう。
　感染病の予防や不慮の事故から守ることになり
ます。

○病気の感染防止のため必要な予防接種は受けま
しょう。
　生後３ヶ月以上の飼い犬は、生涯に１度の登録
と毎年１回狂犬病予防注射を受けることが、法
律で義務づけられています。町の集合注射を受
けられなかった方は、個別に獣医師のところで
注射を受け役場民生課まで届け出てください。
○自己の所有であることを明確にしましょう。
　飼いねこや飼い犬には目印となる首輪（名札）
をつけるとともに、愛情を持って生涯にわたっ
て世話をし、責任を持って飼いましょう。
●問い合わせ先
　役場民生課  環境保健係　☎２－３１１３

年金のたより

「学生納付特例制度」とは？

学生納付特例期間の年金はどうなるの？

POINT１　ご本人の所得のみで審査

POINT２　障害・遺族基礎年金を受けることができます。

障害基礎年金・遺族基礎年金（受給資格期間）
未　納

×　入りません
×　入りません
×　されません

学生納付特例
○　入ります　
○　入ります　
×　されません

納　付
○　入ります
○　入ります
○　されます

受給資格期間
年金額に計算

老齢基礎年金
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スポ・レク出前講座
　町民の皆さんや学校・企業等のご依頼により、軽スポーツやニュースポーツ、レ
クリエーションを出前します。内容は、カローリング、キンボール、ペタンク、グ
ラウンドゴルフ、タグラグビー、サッカー・・・。会場は、希望される場所。日時・
内容・会場とも、可能な限り皆さんのご要望にお応えしたいと思いますので、お気
軽に阿武町教育委員会までお電話ください。

☆ ☆ ☆ カローリング ☆ ☆ ☆
　カローリングは、氷上で行うカーリングを基に考案されたニュースポー
ツで、ストーンの代わりにジェットローラーと呼ばれる車輪付きの円盤を
的に向かって転がし、相手チームと得点を競います。子どもから高齢者ま
で年齢、性別、体力に関係なく誰でも気軽に参加できる楽しいコミュニケ
ーションスポーツです。

☆ ☆ ☆ キンボール ☆ ☆ ☆
　ボールは、巨大で軽量。しかも、丈夫でファショナブルなボールは他に類するも
のが見当たりません。 
　キンボールスポーツのゲーム は3組12人が同時に競います。ルールを読むだけで
は、その楽しいところは理解し難いですが、プレーを始めれば、すぐに納得できま
す。グレーチームの3人がボールを支え1人のメンバーがボールをヒット（サーブ）
する前に、1人（だれでもよい）が他チームのピンク又ブラックのいずれかのチー
ムカラーを、声を出して指定します。この時必ず※「オムニキン」という言葉を相
手チームカラーの前に発声します。例えば「オムニキン、ブラック」と発声した後
ヒット（サーブ）しなければなりません。
※オムニとは、すべてのという意味。キンはキネスシス（運動感性）の略語。いわ
ば「すべての人が楽しめるスポーツ」という造語であり、かけ声。（日本キンボー
ルスポーツ連盟ＨＰより抜粋）

☆ ☆ ☆ タグラグビー ☆ ☆ ☆
　タグラグビーは、だ円形のボールを持ってコートを自由に走ったり味方にパスした
りしながら相手陣地にボールを持ち込んで得点を競うゲームです。タックルの代わり
に腰に付けたタグ（リボン）を取ったり取られたりするので、体が当たり合う危険は
ありません。小学校の新学習指導要領にも体育学習の例示として導入されました。子
どもも大人もいっしょに、気軽に楽しむことのできるスポーツです。

　阿武町生涯スポーツ推進会議では、
今年度も「スポーツ遊び隊」を開催し
ます。町内の小学１年生から中学３年
生までなら誰でも参加できます。親子
や三世代でのご参加も大歓迎です。
　また、子どもたちと一緒に活動して
くださる「スポーツが好き」、「子ども
が好き｣なボランティアも募集してい
ます。

　みんなで、楽しく笑顔でスポーツを
しましょう！
◇期　　日　６月９日（土）
　　　　　　７月７日（土）
　　　　　　９月８日（土）
◇時　　間　９：００～１１：００
◇集合場所　阿武町体育センター
◇指 導 者　阿武町生涯スポーツ推進
　　　　　　委員

問い合わせ　阿武町教育委員会　〒759-3622 阿武町大字奈古3078-1　☎2-0501　FAX 2-2075

スポー
ツ

遊び隊



萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関
する相談を受け付けています。
☎0120－506－322
（通話料・相談料無料）
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30種の花木が彩る庭

林昌敏さん・弘子さん（浜の1）
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休日当番医

お し ら せ

5月27日（日）

6月10日（日）

6月17日（日）

5月20日（日）

6月3日（日）

緊急の場合は１１９番
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ら
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ク
レ
ジ
ッ
ト
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
グ
等

の
多
重
債
務
問
題
や
相
続
登
記
な
ど

の
相
続
問
題
で
お
困
り
の
方
々
に
、

手
続
の
説
明
や
近
傍
司
法
書
士
事
務

所
の
紹
介
な
ど
、
問
題
解
決
に
向
け

て
の
ご
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
実
施
日
時　

６
月
２
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
電
話
番
号

　

☎
０
１
２
０―

０
０
３―

８
２
１

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　

相
談
会
担
当　

伊
藤
ま
で

　

☎
０
８
３
３―

44―

３
７
５
５

「
ど
ん
な
学
校
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
」

「
就
学
先
は
ど
う
や
っ
て
決
ま
る
ん

だ
ろ
う
」
な
ど
、
就
学
に
つ
い
て
の

お
悩
み
を
、
専
門
家
に
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

８
月
２
日（
木
）

▼
場
所　

長
門
市
中
央
公
民
館

▼
対
象
者　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護

者
▼
相
談
員　

医
師
、
臨
床
心
理
士
、

Ｐ
Ｔ（
理
学
療
法
士
）、
Ｓ
Ｔ（
言

語
聴
覚
士
）、
地
域
特
別
支
援
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど

▼
申
し
込
み
先　

山
口
県
立
萩
総
合

支
援
学
校
「
萩
特
別
支
援
教
育

セ
ン
タ
ー
」

　

☎
０
８
３
８―

25―

７
２
８
０

▼
受
付
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午
前
８
時
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分
〜
午

後
５
時

▼
申
し
込
み
締
切　

６
月
28
日（
木
）
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、
小
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校
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校
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書
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央
公
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館
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書
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ナ
ー
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展
示
し

て
い
ま
す
。
閲
覧
希
望
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

６
月
８
日（
金
）〜
７
月
31

日（
火
）（
土
・
日
・
祝
日
除
く
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）

　

▼
問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

　

☎
２―

０
５
０
１

教
科
書
の
展
示
を

　
　
　
　
　

行
い
ま
す

萩
・
長
門
地
域

　
　

地
域
就
学
相
談
会

司
法
書
士
に
よ
る

多
重
債
務
問
題
・
相
続
等

　
　
　

無
料
電
話
相
談
会

（外）か ね た 医 院 吉田町 ㉒1113
（内）中嶋クリニック 今古萩町 ㉒2206
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）松　原　医　院 須　佐 ⑥5055
（歯）村上歯科医院 唐樋町 ㉕2828

（外）萩むらた病院 今古萩町 ㉕9170
（内）わたぬきクリニック 東浜崎 ㉕2020
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 ②2838
（歯）いまだ歯科医院 今古萩町 ㉖2771

（外）萩 市 民 病 院 　椿 ㉕1200
（内）市原内科皮膚科 塩屋町 ㉒0184
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）萩市むつみ診療所 吉部上 ⑥0149
（歯）あおぞら歯科医院 御許町 ㉖4182

（外）玉 木 病 院 瓦　町 ㉒0030
（内）萩 慈 生 病 院 玉　江 ㉕6622
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）萩市福川診療所 福井下 ◯520027
（歯）すえます歯科医院 椿　東 ㉑4525

（外）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（内）藤　原　医　院 土　原 ㉒0781
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 ⑤0863
（歯）南崎歯科医院 　椿 ㉒3718
※当番医の確認は役場または各支所へ

お
知
ら
せ
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阿武町の人口と世帯数 （4月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,427（－ 3 ）

　698（－ 3 ）

　680（ 7 ）

3,805（ 1 ）

1,069（ 0 ）

　313（ 0 ）

　331（ 7 ）

1,713（ 7 ）

転入　24

転出　19

出生　 1

死亡　 5

4月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

94
（124）
7
（5）

13
（18）
0
（0）

0
（1）
0
（0）

0
（0）

13
（14）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

女
と
男
の
一
行
詩

君
の
喜
ぶ
顔
を
「
も
っ
と
！
も
っ
と
!!
」
そ
れ
が
俺
の
日
々
の
モ
ッ
ト
ー
!!!

ひ
と

ひ
と 月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定

5／19～6／20

5
月

6
月

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28
30
31
1
2

3

4

5
6
7

8

11

12

14

15
18
20

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月
水
木
金
土

日

月

火
水
木

金

月

火

木

金
月
水

とりのレモンソースかけ

わ
たし
の食改料理

手早
くでき

る簡単夕食メニュー 

尾無畑
廣石都子さん

［材料４人分］

手羽肉４００ｇ、〔生姜１／２かけ、にんにく１

かけ、塩小さじ２／３、こしょう少々〕、

片栗粉 適量、油 大さじ２、長ねぎ１／２本、

生姜１かけ、油大さじ１、合わせ調味料

〔酒 大さじ３、砂糖 大さじ３、塩 小さ

じ２／３、スープ１～１と１／２カップ、レモン

汁 大さじ２〕、〔片栗粉 少々、水 少々〕、

ごま油 小さじ１、レモン１／２個

［作り方］

①手羽肉は１.５㎝間隔に切り込みを入れ、

生姜とにんにくのすりおろし、塩、こ

しょうをすり込む。

②長ねぎ、生姜はせん切りにする。レモ

ンは薄い輪切り、またはくし形に切る。

③調味料を混ぜ合わせて、合わせ調味料

を作る。

④フライパンに油大さじ２を熱し、①に

片栗粉をまぶして両面をこんがり焼く。

⑤鍋に油大さじ１を熱して長ねぎ、生姜

をさっと炒めて、合わせ調味料を加え、

煮立ったら水溶き片栗粉を加えて、と

ろみをつけ、ごま油を加える。

⑥④をそぎ切りにして器に盛り、⑤のレ

モンソースをかけ、レモンの飾りを添

える。

●問い合わせ先　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

町 内 の 求 人 情 報 5月9日現在

求人数 年齢 賃　　金 業　　種

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

会　社　名
２人 不問 時給858円 介護職員社会福祉法人 阿武福祉会

５月分

集団健診　8:00【のうそんセンター】
山口県立大学阿武サテライトカレッジ　10:30【町民センター】
集団健診　8:00【町民センター】
集団健診　8:00【町民センター】
福賀高齢者教室　9:00【福賀ゲートボール場】
宇田郷エアロビクス　19:30【ふれあいセンター】
集団健診　8:00【町民センター】
一般社団法人無角和種振興公社役員会　13:30【委員会室】
はつらつ会　ウォーキング　10:00【宇田地内】
一般社団法人無角和種振興公社会員総会　15:00【大会議室】
フォークダンス　19:30【ふれあいセンター】
奈古さつき婦人学級開講式・5月講座　9:00【町民センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
福賀エアロビクス　19:30【のうそんセンター】
宇田ふれあいクラブグラウンドゴルフ大会　19:30【ふれあいグラウンド】
女団連･消団連役員会　9:30【小会議室】
のびのび幼児健診　13:00【母子健康センター】
北浦あぶ「粋な漁師の新鮮活魚市」15:00【奈古漁港】
第63回全国植樹祭　10:20【阿知須きらら浜】
富士通コンコードジャズフェスティバル2012　17:30【町民センター】
宇田郷エアロビクス　19:30【ふれあいセンター】
㈱あぶクリエイション取締役会・株主総会　13:30【道の駅食堂憩】
宇田ふれあいクラブ役員会　19:30【ふれあいセンター】
第19回ＡＢＵ３ソフトボール大会　18:45【町民グラウンド】
山口県立大学阿武サテライトカレッジ　10:30【町民センター】
福賀地区親睦球技大会　8:30【福賀小グラウンドほか】
道の駅まつり　9:00【道の駅阿武町】
選挙管理委員会　9:00【小会議室】
宇田郷エアロビクス　19:30【ふれあいセンター】
議会運営委員会　9:00【委員会室】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
福賀地区ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】
なごの保健室 9:30【母子健康センター】
奈古寿齢大学６月講座　9:40【阿武中グラウンド】
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
宇田郷エアロビクス　19:30【ふれあいセンター】
すくすく乳児相談　10:30【母子健康センター】
食生活改善推進協議会総会　9:00【町民センター】
うたごうの保健室　9:30【ふれあいセンター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:30【福賀小グラウンド】
宇田郷エアロビクス　19:30【ふれあいセンター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】



◆問い合わせ先　あぶフォト倶楽部事務局

　役場総務課　企画広報係　☎2ー3111

作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

４月の優秀作品

ごごっそーごっそー
旬旬旬旬のののの

　この時期、道の駅に毎日のように出荷され確実に
売れる大好評の野菜の一つにグリーンアスパラがあ
ります。春から初夏が旬で、数軒の生産者さんが、
大切に取り扱い届けてくださいます。
　アスパラには、土寄せして軟白栽培した白いホワ
イトアスパラと、普通に育てたグリーンアスパラが
あります。白アスパラは缶詰め等でお馴染みですが、
昭和４０年代以降の近年ではグリーンアスパラが主
流のようです。この２つが、同じ野菜ということを
ご存知なかった方もおられるかも知れませんね。
　調理法には茹でる、炒める、焼くの方法があり、
茹でた後冷ましてサラダにしたり、肉巻きにして焼
いたりと弁当のおかずにも最適です。保存は、乾燥
を防ぐため濡れた新聞でくるみ、立てて冷蔵庫に保
存します。横にすると野菜もストレスがたまるので、
このような方法で鮮度と味を維持します。
　栄養はビタミンＡ、ビタミンＢ１、ビタミンＣ、
ビタミンＥ、葉酸、アスパラギン酸など。アスパラ
ギン酸はアスパラガスから発見されたことからそう
呼ばれています。
◆問い合わせ先
　道の駅阿武町物産直売所   ☎０８３８８－２－２８２８

テーマ「４月」　タイトル「新芽にお昼寝」
　兼原美枝（美浜）

●コメント：春の陽気の中、ウトウトと眠る猫を撮
りました。気持ちよさそうに眠る姿に、こちらもな
んだか眠たくなってしまいそうでした。

俳　

句

白
魚
が
喉
く
す
ぐ
っ
て
下
り
て
い
く

夜
桜
や
酔
え
ば
気
を
吐
く
男
酒

口
喧
嘩
出
来
る
倖
せ
春
炬
燵

百
年
の
歴
史
が
に
じ
む
散
り
桜

五
月
晴
れ
橋
よ
り
見
下
ろ
す
鯉
の
群

夜
桜
や
あ
の
世
へ
續
く
道
か
と
も

野
焼
き
す
る
農
継
ぐ
漢
の
眉
太
し

大
地
に
は
大
地
の
詠
や
桜
咲
く

山
桜
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
か
な

桜
湯
や
吾
子
の
門
出
を
祝
ぎ
て
を
り

鳴
き
砂
の
海
が
ふ
る
さ
と
啄
木
忌

花
疲
れ
石
段
ひ
と
つ
踏
み
た
が
ふ

新
刊
の
香
り
め
く
り
て
木
の
芽
雨

野
の
香
り
逃
が
さ
ず
つ
ゝ
む
草
の
餅

通
勤
路
三
椏
開
く
最
後
の
日

肩
書
き
に
な
ら
ぬ
句
歴
や
山
笑
ふ

花
吹
雪
か
め
の
甲
羅
の
よ
く
乾
く

花
曇
り
大
河
ゆ
た
り
と
海
へ
出
る

美
容
院
出
て
衿
足
に
花
の
冷
え

狂
う
海
残
し
て
過
ぎ
ぬ
春
嵐

ラ
ン
ド
セ
ル
桜
見
上
げ
て
揺
れ
て
を
り

田
中　

文
笠（
森
見
藤
）

小
野　

一
雄（
下　

郷
）

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
）

小
田　
　

衛（
宇　

久
）

田
中　

か
め（
西
の
３
）

佐
々
岡
美
保（
中　

村
）

原　
　

清
穂（
伊　

豆
）

柳
井　

惠
子（
平　

原
）

林　
　

弘
子（
浜
の
１
）

斎
藤　

孝
子（
宇
田
浦
）

大
倉　

淑
子（
上　

万
）

梅
地　

眞
代（
東　

方
）

池
田　

幸
枝（
大　

里
）

中
村　

良
江（　

市　

）

木
村　

信
惠（
久
瀬
原
）

米
原　

泉
女（
筒　

尾
）

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
）

河
原　

慶
子（
上　

郷
）

水
津　

紅
魚（
浜
の
３
）

田
中　

弥
生（
木　

与
）

能
野　

泰
枝（
釜　

屋
）

グリーンアスパラ

道の駅「阿武町」
支配人

田中良平さん

は
る　

ご　

た
つ

つ
づう

た
ほ

た
く　

ぼ
く　
き

み
つ　

ま
た

あ　

こ

町
の
笑
顔
（^▼^）

「
次
の
お
神
輿
の
先
導
は

　
　

任
せ
る
け
ぇ
の
ぅ
！
」

　
　
　
　

（
奈
古
漁
申
祭
）
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